
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

収納ボックス付きガス昇降デスク(100-ERD032シリーズ)組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
プラスドライバー　
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をお勧めします） 

Ver1.0

B梱包

組立て部品完成図

A梱包

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-ERD032LMなど）と
　下記の部品番号（①～　）と部品名（ピンなど）をお知らせください。

使用ボルト

総耐荷重　50kg 

①天板（小）×1枚

⑧天板（大）×1枚 ⑨背板×1枚

②底板×1枚

③中板×1枚

④扉（左）×1枚 ⑤扉（右）×1枚

⑥側板（左）×1枚 ⑦側板（右）×1枚

⑬補強プレート×１枚 ⑮ケーブルキャップ×4個⑭トレー×1個

⑯蝶番（ダンバー付き）×4個 ⑰キャスター×４個 ⑱締め付け円盤×20個 ⑲ピン×20本 ⑳木ダボ×20本 六角レンチ(4mm)×1本

ボルトA×3本〔M6×35〕

ボルトB×12本〔M6×16〕

タッピングネジB×40本〔4×14〕

　タッピングネジA×4本〔4×16〕

⑩引出し×1個

⑪ポール×1個

⑫スライドレール×２個
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側板、天板（小）、底板にピンを取付けます。1

蝶番から蝶番ブラケットを取外します。3スライドレールから内側を取外します。2

※残り3個の蝶番からも同様に蝶番ブラケットを取外します。

押す

取外す

❷レバーを矢印の方向に動かします。

❸レバーを動かした状態で、さらに引き出して取外します。

❶スライドレールの内側を引き出します。

スライドレールの内側

レバー
スライドレールの内側

スライドレールに付いた
グリスで服などが汚れない
ようにご注意ください。

スライドレールの内側

※この穴に取付けます。 ※この穴に取付けます。 ※この穴に取付けます。 ※この穴に取付けます。
①天板（小）

②底板
⑥側板（左） ⑦側板（右）

⑯蝶番（ダンバー付き）

蝶番ブラケット

⑲ピン

⑲ピン

⑲ピン ⑲ピン ⑲ピン

⑫スライドレール

穴

❸ピンの先端が穴の中で広がり
　抜けなくなります。

❶ピンを穴に差込みます。

❷プラスドライバーでピンを
　矢印の方向に回し、ピンを
　短くします。



側板にスライドレール（外側）を取付けます。4

側板（左）に背板を取付けます。6側板に蝶番ブラケットを取付けます。５

※もう一方の側板（右）にもスライドレール（外側）
　を取付けます。
　

※もう一方の側板（右）にも蝶番ブラケットを
　取付けます。
　

前

前

前

使用ボルト

タッピングネジB〔4×14〕

※楕円形の穴で取付けます。

楕円形

※この穴に取付けます。
　

※この穴を使用します。
　

※円形の穴が前です。

円形

❷タピングネジBで固定します。

❶背板を側板のピンと木ダボに差込み、締付け円盤を背板の穴に差込みます。 ❷締付け円盤を回して固定します。

❶スライドレールを伸ばします。
※穴Aが見える位置に調整して止めます。

スライドレールに付いた
グリスで服などが汚れない
ようにご注意ください。

前

前

⑱締め付け円盤
※三角形の角を
　ピンの方向に
　向けます。

⑱締め付け円盤
プラスドライバーで
矢印の方向へ回して
締め付けます。

⑯蝶番ブラケット

タッピングネジB

⑥側板（左）

⑥側板（左）

⑥側板（左）

使用ボルト

タッピングネジB〔4×14〕

⑱締め付け円盤

⑨背板

⑫スライドレール（外側）

⑫スライドレール（外側）

タッピングネジB

　⑳木ダボ

穴A

穴A

<側板側>



中棚を取付ます。7

側板（右）を取付けます。８

❶中板を側板のピンと木ダボに差込み、締付け円盤を中板の穴に差込みます。

❶側板のピンと木ダボを中板と背板に差込み、締付け円盤を中板と背板の穴に差込みます。

❷締付け円盤を回して固定します。

❷締付け円盤を回して固定します。

⑱締め付け円盤
プラスドライバーで
矢印の方向へ回して
締め付けます。

⑱締め付け円盤
※三角形の角を
　ピンの方向に
　向けます。

⑱締め付け円盤
※三角形の角を
　ピンの方向に
　向けます。

⑱締め付け円盤
プラスドライバーで
矢印の方向へ回して
締め付けます。

⑥側板（左）

⑱締め付け円盤

⑱締め付け円盤

③中板

③中板

⑦側板（右）

⑨背板

　 ⑳木ダボ

⑳木ダボ



本体をひっくり返して、天板（小）を取付けます。9

11 底板に補強プレートを取付けます。10 11 本体をひっくり返して、底板を取付けます。

❶底板のピンと木ダボを側板と背板に差込み、締付け円盤を側板と背板の穴に差込みます。 ❷締付け円盤を回して固定します。

⑱締め付け円盤
※三角形の角を
　ピンの方向に
　向けます。

⑱締め付け円盤
プラスドライバーで
矢印の方向へ回して
締め付けます。

⑱締め付け円盤
プラスドライバーで
矢印の方向へ回して
締め付けます。

⑱締め付け円盤
※三角形の角を
　ピンの方向に
　向けます。

ボルトB〔M6×16〕

前

⑥側板（左）

⑥側板（左）

⑱締め付け円盤

⑱締め付け円盤

②底板×1枚

②底板

①天板（小）

使用ボルト

⑬補強プレート

ボルトB

❶天板（小）のピンと木ダボを側板と背板に差込み、締付け円盤を側板と背板の穴に差込みます。 ❷締付け円盤を回して固定します。

⑦側板（右）

⑦側板（右）

⑨背板

⑨背板

⑳木ダボ

⑳木ダボ

3個の穴の位置を
合わせます。



14 本体を横に倒して、天板（大）とポールを取付けます。

1312 底板にキャスターを取付けます。 天板（大）にポールを取付けます。

ボルトB〔M6×16〕

使用ボルト
使用ボルト

タッピングネジA〔４×16〕

左右どちらにでも取付けられます。

使用ボルト

ボルトA〔M6×35〕

前

❶ボールを取付けます。 ❷レバーを取付けます。

❶天板（大）とポールを差込みます。 ❷ボルトAで固定します。

⑧天板

②底板

⑰キャスター

　タッピングネジA

⑪ポール

ボルトB

レバー

　タッピングネジA

ボルトA

使用ボルト

タッピングネジB〔4×14〕



引出しにスライドレール（内側）を取付ます。 本体を起こして引出しを取付ます。

スライドレールに付いた
グリスで服などが汚れない
ようにご注意ください。

15 16

※この穴で取付けます。

※この穴で取付けます。

スライドレール（内側）を横から見た図

引出しを横から見た図

前

前

前

タッピングネジB

⑩引出し

⑫スライドレール（内側）

使用ボルト

タッピングネジB〔4×14〕

⑩引出し

⑫スライドレール（内側）

⑫スライドレール（内側）

⑫スライドレール（外側）



1818 19

17 トレーを取付けます。

扉に蝶番を取付けます。 蝶番ブラケットに蝶番を取付けます。

※もう一方の扉にも蝶番
　を取付けます。
　

上

❶蝶番のツメを引っ掛けます。

❷パチンと音が鳴るまで蝶番を押し込みます。

パチン

使用ボルト

タッピングネジA〔４×16〕

※背板との間に
　3～4㎜の隙間を
　作ります。

3～4㎜

❸ネジを締めて固定します。❷タッピングネジAにトレーを
　引っ掛けます。

❶背板にタッピングネジAを取付けます。
※トレーは左右どちらでも取付けできます。

⑭トレー

⑭トレー

④扉（左）

タッピングネジB

使用ボルト

タッピングネジB〔4×14〕

タッピングネジA

タッピングネジA

蝶番ブラケット

⑯蝶番（ダンバー付き）

⑯蝶番（ダンバー付き）

⑯蝶番（ダンバー付き）



＜上から見た図＞

＜前から見た図＞

扉の調整方法

〈上面図〉

C D

C D

〈上面図〉

〈正面図〉

D C

D C

蝶番の前後調節ネジを回すと、
扉の前後位置を調節できます。

蝶番の左右調節ネジを回すと、
扉の左右の位置を調節できます。

D

C

左右調節ネジ

前後調節ネジ

蝶番の前後調節ネジを回すと、
扉の前後位置を調節できます。

前後調節ネジ

B

A

B

A

A

B

A

B

蝶番の左右調節ネジを回すと、
扉の左右の位置を調節できます。

左右調節ネジ

D

C



引き出しの取外し方法

＜右側から見た図＞ ＜左側から見た図＞

❶ ❶

❷

❷

CB/AG/KTDaC
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

●製品を移動させる際には、天板を最下位部に下げてから移動させてく
ださい。

●天板の高さを下げる際には、天板の下に人や物がないか確認してから
下げてください。

●昇降中は下フレームに触れないようにしてください。
　特にお子様には触らせないよう十分に注意してください。
●製品の上に腰掛けたり、乗らないでください。
●加熱した鍋、湯沸かし器、アイロン等を直接置かないでください。
●直射日光またはストーブの熱、クーラーの風が当たる場所や高温、湿気
及び乾燥の著しい場所を避けてください。

●必ず屋内の平坦で安定した場所で使用してください。
●物を載せた状態で移動させないでください。
●著しい汚れを落とす場合は、薄めた中性洗剤を使用してください。
●用途以外で使用しないでください。
●分解、改造、修理をしないでください。
●部品を外したり、部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●耐荷重以上の重さの物や、積み重ね禁止の物を載せないでください。

天板の高さ調節方法20 ケーブルキャップを取付けて完成です。

❶上げる

❷押さえる
※　　　　の部分を押さえると
　スムーズに調節できます。

❶引き出しを止まるところまで、引きます。
❷スライドレールにあるレバーを矢印の方向に動かしたまま、引き出しを引くと外れます。
※レバーを動かす方向は左右逆方向です。

レバーを上げながら、天板を押さえます。
高くする場合は、天板を押さえる力をゆるめます。

※下記の図はレバーを右側に取付ける場合のイラストになっています。
　レバーを左側に取付ける場合は左右が逆になります。⑮ケーブルキャップ

レバー

レバー


